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United Nations, Committee for the Development of Lumbini:「ルンビニ釈尊生誕の地」, New York, 1979

※MZ In/out: Numbers of pilgrims stayed in 
Temples(29th-30th)
Myanmar golden Temple: 58   
Korean Temple: 69 
Royal Thai Monastery: 30  
International GantamiNuns’ Temple

Peak hour:22-23%  

Peak Day: 6,414 persons

→In the highest season, 
We have to carry at least 

1,300(about 20%) persons 
per a hour. 

When we move the main 
entrance to North from East, 
about 90% visitors come 

from North.

1300 × 90 (%) = 1170  

≒ 1200 (persons/h)
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１．考古学調査を反映させた
　　遺跡保護

２．不要構造物の除去と
　　ランドスケープ整備 

３．景観軸の尊重
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Reorientation of new projects under construction

  Review of Kenzo Tange’s Master Plan 丹下マスタープランの再解釈

整備事業への助言

Towards Regional Conservation Planning for Buddhist Sites今後の整備方針立案

　1997 年ユネスコの世界文化遺
産に登録された「仏陀の生誕地ル
ンビニ」には、当研究室の創立者
である丹下健三先生がその整備方
針をまとめたルンビニマスタープ
ラン（1978 年）があります。しか
し長年に渡る整備事業の遅れによ
り、マスタープランを無視した無
秩序な開発や、当時想定していな
かった問題が生じてきました。
　私たちはユネスコの依頼により
西村教授がリーダーを務める国際
専門家チームの１つとして丹下マ
スタープランの再解釈を通し、現
在進行中の整備開発事業に対して
助言を行ったり、今後の整備方針
を検討したりしています。

　ルンビニ周辺には釈迦（仏陀）由
来の仏教遺跡が広域的に散在してい
ます。中には世界遺産の暫定リスト
に登録されている貴重な遺跡もあり
ますが、現在包括的な保全計画があ
りません。将来的にこの地域全体の
観光活用および保全が適切に図られ
るよう、潜在的な開発エリア及び規
制区域の検討を進めています。

散逸資料の収集や当時の関係者ヒアリングを行い、丹下マスタープランが最終形に辿り
着くまでの変遷を追うことで、観光需要や経済状況が変化した現代においても適用可能
な設計原則及び全体骨格を明らかにしました。

　丹下マスタープランを丁寧に分析することで見えてきた現状との矛盾
や、それによって生じている問題を調査し、具体的な Sacred Garden 整
備事業の細かな助言および中長期的な全体計画と結びついたマネジメン
ト方法などを提案しました。

→ →

Tilaurakot での景観分析

Sacred Garden 内の歩道デザインの提案

Sacred Garden 整備の考え方 南北交通需要に対応するための Central Link 改善断面図

Sacred Garden の現状調査

全体の交通状況分析

マスタープラン変遷 マスタープランの骨格分析 丹下マスタープラン中の図面
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仏教 4大聖地の 1つ「仏陀の生誕地」であるルンビニは、ネパール南部のタライ平原に位置し、のどかな田園風景に囲
まれています。1967 年国連事務総長ウ・タント氏の訪問を機に、国連の援助によりルンビニ開発計画が進められ、当研
究室の創立者である丹下健三先生がマスタープランナーとして 1978 年マスタープランを完成させました。
　さらに 1997 年には「仏陀の生誕地ルンビニ」としてユネスコの世界文化遺産に登録され、年々増加する巡礼者や観光
客で賑わいを見せる一方、無秩序な周辺観光開発・経済発展も同時進行し、マスタープラン策定時には想定されていなかっ
た問題が生じています。ルンビニ PJ チームは、今後さらに高まる巡礼・観光需要に対し、地域観光開発と文化遺産保全
の両立の在り方を追求していきます。

Prof.  NISHIMURA Yukio Researcher  FU Shulan M1  KODAMA ChieAssistant Prof.  KUROSE Takefumi
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